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 平成２６年12月5日 第21号 
豊高はあなたの未来づくりをサポートします。 
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豊岡高校HP：http://www.hyogo-c.ed.jp/~toyooka-hs/ 

こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
学
校
行
事
や
部
活
動
の
様
子

を
本
校
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー 

 
 

 

11
月
22
日(

土)

、
23
日(

日)

の
２
日
間
、
理
数
科
の
２

年
生
８
名
が
東
北
大
学
を
訪
問
し
、
大
学
院
工
学
研
究
科

安
藤
研
究
室
と
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
渡
辺
研
究
室
に

分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
実
験
を
行
い
ま
し
た
。 

 
安
藤
研
究
室
で
は
、
イ
オ
ン
ク
ラ
フ
ト
と
い
う
工
作
を

行
い
ま
し
た
。
高
電
圧
を
か
け
空
中
に
浮
遊
す
る
物
体
を

作
成
す
る
た
め
に
、
重
量
、
形
状
、
重
心
、
金
属
ど
う
し

の
間
隔
な
ど
を
工
夫
し
、
何
度
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
考

察
に
基
づ
い
て
ク
ラ
フ
ト
を
改
良
、
デ
ー
タ
採
取
を
行
い

ま
し
た
。
後
日
、
指
導
さ
れ
た
先
生
よ
り
「
イ
オ
ン
ク
ラ

フ
ト
を
作
る
際
の
３
人
の
思
考
の
柔
軟
さ
に
は
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
」
と
、
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

渡
辺
研
究
室
で
は
、
バ
ナ
ナ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
精
製
や
ア
ブ
ラ

ナ
科
の
植
物
の
受
粉
を
通
し
て
花
粉
の
動
態
を
調
べ
る
実

験
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
院
の
研
究
室
で
最
新
の
顕
微
鏡

等
を
使
っ
て
花
粉
の
観
察
・
実
験
を
す
る
な
ど
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
晩
秋
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
に
大
学
生
の
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

 

研
究
室
の
施
設
見
学
で
は
、
生
徒
た
ち
は
装
置
が
大
規

模
で
あ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
発
生
し
た
プ
ラ
ズ

マ
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
総
合
学
術
博
物
館
を
案
内

し
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
院
生
と
共
に
実
験
を
し
な
が
ら
、

進
路
や
大
学
の
こ
と
に
つ
い
て
も
話
を
し
、
進
学
へ
の
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

兵
庫
「咲
い
テ
ク
」 

 

豊
高
主
催
事
業 

 

（フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
） 

 

11
月
24
日(

月)

、
兵

庫
「
咲
い
テ
ク
」
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
豊
岡
高
等
学

校
・
日
本
海
形
成
期
の

火
山
岩
と
堆
積
岩

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ

プ
）
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

海
の
文
化
館
に
て
模

型
に
よ
る
地
質
の
説
明

を
受
け
た
あ
と
、
実
際

に
海
岸
沿
い
へ
行
き
、

地
層
や
砂
州
動
物
の
足

跡
化
石
、
流
痕
化
石
な

ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
に
よ
る
実

物
を
見
な
が
ら
の
説
明

を
、
参
加
生
徒
は
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
生
と
と
も

に
化
石
探
し
を
行
い
、

高
校
生
・
小
学
生
双
方

に
と
っ
て
良
い
刺
激
と

な
っ
て
、
地
学
分
野
の 

Ⅱ 
東
北
大
学 

【特
別
講
義
】ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の 

山
中
教
授
と
共
同
研
究
中
の 

講
師 

友
田
紀
一
郎
さ
ん 

 

12
月
1
日(

月)

7
校
時
、
2
年
生
全
員
と
1
年
生

理
数
科
全
員
、
普
通
科
の
希
望
者
を
対
象
に

G
L
A
DS
T
ON
E

研
究
所 

友
田
紀
一
郎
さ
ん
の
特
別
講
義

が
和
魂
百
年
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

友
田
さ
ん
の
研
究
目
標
は
、
細
胞
移
植
、
病
気
の

原
因
解
明
や
薬
の
開
発
で
あ
り
、
研
究
テ
ー
マ
は
、

i
P
S

細
胞
の
質
の
向
上
、
臓
器
や
血
液
の
再
構
築
で
す
。

こ
れ
は
、i

P
S

細
胞
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
様
々

な
臓
器
を
作
り
出
し
、
受
精
卵
か
ら
分
化
し
た
細
胞

を
初
期
化
す
る
と
い
う
研
究
で
す
。 

 

質
疑
応
答
で
は
、
「i

P
S

細
胞
か
ら
1
人
の
人
間
を

作
り
出
す
こ
と
は
可
能
か
」
「i

P
S

細
胞
と
受
精
卵
の

違
い
は
何
か
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
友
田
先
生
は
現
在
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
高
校
時
代
は
英
語
が
苦
手
だ
っ
た
そ

う
で
「
仕
事
で
使
う
英
語
は
話
せ
る
よ
う
に
な
る
」

「
日
本
の
英
語
教
育
は
素
晴
ら
し
い
」
「
今
、
英
語

が
苦
手
で
も
海
外
で
働
け
る
」
な
ど
高
校
生
へ
エ
ー

ル
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

お
も
し
ろ
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
今
ま
で
人
工
的
に
作
ら

れ
て
い
た
と
思
っ
て
い
た
浜
辺
の
岩
石
な
ど
が
自
然

に
で
き
た
も
の
と
分
か
っ
て
び
っ
く
り
し
た
。
」

「
昔
の
地
形
が
分
か
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
今
利

用
さ
れ
て
い
る
の
か
も
っ
と
知
り
た
い
。
」
な
ど
の

声
が
あ
り
、
地
質
現
象
に
関
す
る
興
味
が
さ
ら
に
深

ま
り
ま
し
た
。 

友田紀一郎さん（本校43期生） 
豊岡高校卒業後、大阪大学応用生物工
学科へ進学。奈良先端科学技術大学院
大学にて修士・博士課程を修了。同大
学院大学にて助手に。2007年より
GLADSTONE研究所へ所属。現在、ノー
ベル医学賞を受賞した京都大学iPS細
胞研究所 山中伸弥教授と共同研究を
行う。 


